
１人ひとりが避難の手順を決めるプロジェクト 事例集 

 

【市町村名、地区名】美濃加茂市太田地区 

【名称】下町ふれあいサロン 

【日時】令和元年９月１８日（水）１３：３０～１４：３０（１時間） 

【場所】下町西公民館 

【対象者】太田地区の高齢者住民 【人数】１６名 

【取組みのきっかけ】 

太田地区は、南側に木曽川があり、大雨などの際に氾

濫の危険性がある。市の洪水ハザードマップでは最大で

５メートルに近い浸水が想定されており、近隣の住民の

不安となっている。特に、避難に時間のかかる高齢の方

は、平常時からの準備と早めの避難が必要となるため、

地区より美濃加茂市に高齢者サロンの場で防災に関す

る啓発の依頼があり、サロンの場を活用しての実施とな

った。 

【実施までの運び】 

○主催者 

 美濃加茂市 

○活用した機会 

該当の地域にお住いの高齢者の方へ、地区の代表者から参加の呼びかけを実施。 

○周知・案内 

 市広報に掲載、案内文書を回覧版で各家庭に配布。 

○事前準備 

 会場準備：説明用パワーポイント、ボールペン、お菓子 

配布資料：災害・避難カード（Ａ３版）、カード記入例（Ａ３版） 

※災害・避難カードは県様式をもとに市にてアレンジして作成。 

○当日のスタッフ 

  講師１名（市防災安全課職員１名）補助１名（岐阜県防災課） 

○その他 

美濃加茂市では、災害発生時の避難所を段階的に開設しており、日頃から住民へ周知すること

で、避難したのに避難所の鍵が開いていない等の問題の解決を図っている。 

 

【実施内容】 

美濃加茂市防災安全課あいさつ（１分） 

過去の災害事例の紹介（平成２９年７月九州北部豪雨、平成３０年７月豪雨 等）（１４分） 

気象情報や避難情報等、危険を回避するための情報収集方法（２５分） 

災害・避難カードの作成（２０分） 



 

【カードの様式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【取組みの状況】 

○指導者による地域の災害リスクやハザードマップの見方の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分自身の避難の手順を考える参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展開】 

今回の取組みを事例として他の地域でも災害・避難カードを作成する取組みを普及していく。 

 



 


